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明度の異なる3種類の構成。プレ
ス前とプレス後では色調が変わるので注意
が必要となる。

　今年2月に「イニシャル LiSiプレス」
（以下、LiSiプレス）にインレー用シェ
ード3色が追加発売された。これは
LiSiプレスのなかでも特にインレーと

はじめに
アンレーに特化した新しいコンセプト
の製品である。
　新しい色調は、明度の異なるIn-L

（Light）, In-M（Medium）, In-D（Dark）

の3色で構成されている。蛍光性を抑
え、適度なカメレオン効果を発揮する
LiSiプレスのインレー用インゴットの特
性を症例を通じて紹介していきたい。

大阪府　T's Factory
歯科技工士

小出俊介

イニシャル LiSiプレス

インレーやアンレーに特化した
新しいインレー用インゴットの特性

シェードガイド状にすることで、こ
のままシェードテイキングに使用できる。

図A 図B
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HTはラミネートべニアなどの薄い
症例ではなく、厚みのあるインレーに使用
すると白浮きすることが多かった。
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　新しいインレー用のインゴットの位
置付けとしては、透過性がHTとMT
の間となっているが、LiSiプレスのHT
は透明度が低いのでこのインレー用
のインゴットが一番透明感があるよう
に感じられる。これまで透明度に悩ま

イニシャル LiSiプレス インレー用インゴットを用いた症例

された方も多いと思うが、このLiSiプ
レス-Inを使用すれば、口腔内で簡単
にシェードマッチングが行えるように
なる。
　LiSiプレスはプレス温度の幅が他社
インゴットよりも狭くトラブルもあった

が、メーカーが推奨するプログラムを
基準にプレスしていただきたい。低い
温度でプレスしてしまうと色調が白く、
不透明度が増してしまうので注意が必
要である。

　患者さんは20代、女性。口腔内に1本だけメタルインレーが入っており、白い
歯にしてほしいと来院。メタルインレーの下には少し二次カリエスが確認された
ため、カリエス除去、再形成ののち本印象を行った。

初診時は10代の頃に治療されたメタルインレーが入っており、ずっとその色が気になっていたそうだ。患者さんは今までセラミッ
クインレーの存在を知らず、他の歯と色調を合わせることが可能ならぜひとも合わせてほしいとの要望があった。

シェードテイキングを行うと通常のシェードガイドではA2くらいの色調をしていた。LiSiプレスのインレー用インゴットでもシェー
ドテイキングを行うことで、この時点で色調の選択ができ、製作時に悩むことを減らせる。ここで色調を決定しておけば、彩度のコントロー
ルのみに集中できる。

1-1

1-2

Clinical Side

A2 In-M In-D
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LiSiプレスの安定した適合性に加え、し
っかりとスペースを確保しているため、埋没材を
除去しスプルーカットのみを行った状態でもすっ
と入ることが多い。

バイトや裂溝、マージンの研磨を行った
状態。マージン付近の調整には円盤型のシリコ
ーンポイントでなじませるように研磨すると、さ
らにチップを抑えられる。

2-3 2-4

従来通りワックスアップを行いLiSiプレスベストにて埋没し、プレス工程に進んでいく。LiSiプレスは反応層が少なく、サ
ンドブラスターにて2気圧のガラスビーズにて簡単に埋没材からの割り出しができる（本ケースはIn-Mにてプレス）。
2-2

STAINING

ラボにて模型を製作し、ワックスアップの前準備にかかる。シュアスペーサーにてしっかりとセメントスペースを確保する。セラミ
ックインレーは接着が必須で、しっかりとセメントを介入させても浮き上がらないようにすることが必要なためである。シュアスペーサーは
ドライヤー等でしっかりと乾燥させてからワックスアップの作業に入るようにする。

2-1

Labo Side

　研磨を行ったのちにアルミナ処理を
行いステイニング作業に移る。今回の
Inシェードは色相と明度の狙いがはっ
きりしているので、歯頸部とグラデーシ
ョンをかけたいところにはイニシャル
IQラスターペーストL-A,L-B,L-8にて
補色し、白帯や白濁をL-2,L-V,L-Nに

て加色する。
　基本的に全てのラスターペーストに
L-Nを混ぜておくと、最後のグレーズと
いう処理を減らすことができる。裂溝
部分にはイニシャル ステイン IN-situ
にて加色する。
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ステインで深みを
与えることにより多少では
あるが立体感が生まれる。

3-1

4-1 4-2

4-3 4-4

トライインペーストを介入させた
状態。

トライインペーストを介入させた
状態。

載せただけの状態。

載せただけの状態。

　本症例は明度の比較を行うためIn-MとIn-Dを製作し、患者さんと担当医了
承のもと色調確認を行った。

　左の4つの写真を見ていただくとわ
かるのだが、載せただけのものでは色
が少し浮いてるように見えるが、接着
性レジンセメント「ジーセム リンクフォ
ース」のトライインペーストを介入さ
せるとマージン部分がカメレオン効果
を発揮し、色が馴染んでいくことが確
認できる。どちらも口腔内でのシェー
ドマッチングはできていたが、実際の
臨床ではIn-Mを使用した。In-Mでは
ほとんどステインなしで口腔内にセッ
トすることができると思われる。

⃝In-Mを使用したケース

⃝In-Dを使用したケース

▶︎

▶︎

Clinical Side

L-A：L-B：L-8 = 2：2：1の割合で
ベース色を作っている（イニシャル
IQラスターペースト）。

L-2：L-V = 1：1で混和し歯のホワ
イトの強さでL-Nの割合を変えて
使用する（イニシャルIQラスター
ペースト）。

IS-B IS-R
L-A L-B L-8 L-NL-VL-2

IS-B IS-RL-A L-B L-8 L-2 L-V L-N

艶のないステイン材を使用するこ
とで、よりリアルな裂溝の着色が可
能になる（イニシャル ステイン IN- 
situ：IS-B、IS-R）。
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　今回、「イニシャル LiSiプレス」のIn
を症例の流れに沿って紹介させていた
だいた。このインゴットはエナメル色
より赤黄色のアンバー色に近い色調を
しているので、白く浮くことなく、歯の
色調に馴染みやすい色調だと感じられ
る。インレーのシェードマッチングはイ

おわりに
ンゴットの色調選択が重要なため、シ
ェードタブを作成し、シェードテイキン
グを行う。
　プレスセラミックスのインゴットの
選択は難しく考えがちだが、このよう
な明度の違いに焦点をあてたインゴッ
トが発売され、インレーはこの3種類か

ら選択し、ステインにて補色する方法
にシフトすれば悩むことなく製作でき
ると筆者は感じている。
　最後に、このような症例提供をい
ただいた、「きたはなだますだ歯科」
院長の林 健太郎先生、ならびにスタッ
フ一同に深謝させていただきます。
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SET

ラバーダムにて防湿し、「ジーセム リンクフォース」のト
ランスルーセントで歯とセラミックをしっかりと接着させるよう
に慎重にセメンティングしていく。

5-1

　インレーをセットし、咬合調整・研磨
を行い施術は完了する。患者さんに鏡
を見せると「どこを治療したのかわか
らない」との喜びの声をいただけた。
この先もしっかりメインテナンスを行
い、術後経過も追っていきたい。

症例提供:きたはなだますだ歯科 林 健太郎 先生
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